沿　革

	昭和１５年　７月
昭和２６年　３月
昭和２７年　５月
昭和４０年１０月
昭和４４年　３月
昭和４４年　４月
昭和５３年　４月
平成　２年　４月
平成　６年　４月
平成　８年　４月
平成１０年　７月
平成１４年　７月
平成１７年　４月
	旧中新川郡３３町村を管轄区域として、上市町旭町に上市保健所が開設され、所長以下１０名で業務を開始。
事業及び人員増のため庁舎を増築。
保健所の機構改革に伴い、庶務課、衛生課の２課制となる。
庶務課を総務課に名称変更。
庁舎の老朽化に伴い、上市町横法音寺の現在地に庁舎を移転、新築。
富山県行政組織規則の改正により、総務課、予防課、衛生課の３課制となる。
富山県行政組織規則の改正により、予防課が予防係、保健係の２係制となる。
富山県行政組織規則の改正により、予防課を保健予防課に名称変更。
富山県行政組織規則の改正により、保健予防課の予防係、保健係を予防班、保健班に名称変更。
管轄区域に大山町を編入。管轄区域が滑川市、大山町、舟橋村、上市町、立山町の１市３町１村となる。
保健所の再編及び機能強化に伴い、中部保健所と改称し、企画管理課に医務総務班、企画調整班、保健予防課に地域保健班、感染症疾病班、衛生検査課に食品衛生班、環境衛生薬事班、試験検査班の３課７班制となる。
保健と福祉の連携強化に伴い、保健所と社会福祉事務所が統合。中部保健所は中部社会福祉事務所と統合して中部厚生センターと改称。福祉課が新設され、４課７班制となる。
市町村合併（４月１日）に伴い、管轄区域が滑川市、舟橋村、上市町、立山町の１市２町１村となり、衛生検査課の環境衛生薬事班と試験検査班を統合し環境薬事検査班とし、４課６班制となる。


	· 八尾支所の沿革（平成１７年４月に廃止しています。）
昭和１６年　９月
	八尾保健所設置。

	昭和１７年１０月
	八尾保健所開所。（管轄　婦負郡１７町村　上新川郡７町村）

	昭和１９年１０月
	富山保健所開設に伴い管轄区域の変更。（婦負郡１７町村）

	昭和２７年　５月
	保健所の機構改革に伴い、庶務課、衛生課の２課制になる。

	昭和４４年　４月
	富山県行政組織規則の改正に伴い、総務課、予防課、衛生課の３課制となる。

	昭和５３年　４月
	富山県行政組織規則の改正に伴い、予防課が予防係、保健係の２係制となる。

	昭和５４年１２月
	八尾保健所竣工。

	平成　２年　４月
	富山県行政組織規則の改正に伴い、予防課を保健予防課に改称。

	平成　６年　４月
	富山県行政組織規則の改正に伴い、保健予防課の予防係、保健係を予防班、保健班に改称。

	平成　８年　４月
	管轄区域に大沢野町を編入。管轄区域が大沢野町、八尾町、婦中町、山田村、細入村の３町２村となる。

	平成１０年　７月
	保健所の再編及び機能強化に伴い、中部保健所八尾支所となる。（衛生予防課、地域健康課の２課制）

	平成１４年　７月
	保健と福祉の連携強化に伴い、中部厚生センター八尾支所と改称。従来の地域健康課に福祉の業務が加わる。

	平成１７年　４月
	市町村合併（４月１日）に伴い、八尾支所を廃止。


